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2024-25シーズン 外国籍選手受け入れ支援制度について
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トップ外国籍選手受け入れ支援制度（2024-25シーズン）

支援制度対象選手…以下①、②、③、④のいずれか、および⑤を満たすこと

① FIFAランキング上位の加盟国の代表経験（ユースカテゴリーを含む）のある選手

参考：＜FIFA上位ランキング加盟国＞ ※2023年3月時点

アメリカ、ドイツ、スウェーデン、イングランド、フランス、カナダ、スペイン、オランダ、オーストラリア

② FIFAランキング常時上位国籍の選手でプロリーグそれと同等のレベルでプレーする選手

③ 下記加盟国のトップリーグでベスト11、得点王などのアワードを受賞した選手

アメリカ、フランス、ドイツ、イングランド、スペイン

④ 支援対象選手検討グループで承認された選手

⑤ 日本での生活（異文化）に適応できること

目的

現在の女子サッカーを牽引している欧米地区からWEリーグで活躍が見込まれる選手を日本に招聘し、

日本の女子プロリーグを活性化し、日本女子サッカーの強化と世界一のリーグ達成に寄与する。

補助金

新規契約選手→年棒の20％ 継続契約選手→年俸の10％

※クラブの人数制限は設けない（各クラブ1000万円まで）
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支援制度対象選手

シーズン チーム名 選手名 ポジション 先発 途中出場
ベンチ入り
（出場なし）

得点数 国籍
2023
W杯

代表歴 代表歴備考

2021-22

大宮V カトラー グレイス エリン FW 0 5 0 1 アメリカ

千葉L アレックス チディアック MF 0 5 3 0 オーストラリア ● ●

N相模原 ケーニヒ シンディ FW 0 6 2 0 ドイツ

N相模原 サンデイ ロペス FW 12 3 4 2 ナイジェリア ●

I神戸 スティーナ ヨハネス GK 0 1 0 0 ドイツ ● ●

2022-23
マイ仙台 スラジャナ ブラトヴィッチ FW 5 2 6 1 モンテネグロ ●

2023-24

マイ仙台 カーラ バウティスタ FW 10 2 0 1 スペイン ● U-19スペイン

マイ仙台 パウラ ゲレーロ サンズ MF 0 １ ６ 0 スペイン ● U-19スペイン

マイ仙台 マリエ アウォーナ DF 0 0 0 0
カメルーン・フラ
ンス ● カメルーン、U-19フランス

マイ仙台 チディンマ オケケ DF 7 2 1 0 ナイジェリア ● ナイジェリア

EL埼玉 サクラ ヨシダ MF 0 0 0 0 アメリカ ● U-20アメリカ

千葉L ビアン サンプソン DF 3 3 3 0 ジャマイカ ● ● ジャマイカ、U-19イングランド

2021-22 2022-23 2023-24

トップ 5 1 6

ASEAN 3 2 5

その他 3 2 0

合計 11 5 11

外国籍選手在籍数推移

トップ外国籍選手受入支援制度対象選手一覧
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成果

成果

・過去にWEリーグでプレーした選手が2023FIFAワールドカップで自国代表メンバー選出・出場

アレックス チディアック（MF）
オーストラリア代表
ジェフユナイテッド千葉レディース

スティーナ ヨハネス（GK）
ドイツ代表
INAC神戸レオネッサ

（クラブ報告書より）

ヴィアン サンプソン（DF）
ジャマイカ代表（U-19イングランド代表）
ジェフユナイテッド千葉レディース

GS①vsフランス 0-0（フル出場）
GS②vsパナマ 1-0（フル出場）
GS③vsブラジル 0-0（フル出場）
Round of 16 vsコロンビア 0-1（79分まで出場）

GS②vsナイジェリア（85分から）
準決勝vsイングランド（88分から）
3位決定戦vsスウェーデン（74分から）

・日本人選手とは違う独特の間やフィジカル能力によるトレーニングレベルの向上
・チーム戦術の多様化
・他選手への影響（明るい雰囲気、コミュニケーションスキル、英語の使用、プロ意識など）
・日本人選手・スタッフの意識の変化（日本の良さや変化が必要な部分を認識）
・外国人ネットワークによる集客やSNS発信による影響力、メディア露出

・2023FIFAワールドカップ出場選手が来日してプレー
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ASEAN 地域女子選手受け入れJFA支援制度（2024-25シーズン）

目的

女子サッカーの発展めざましい ASEAN 地域出身で、WE リーグでの活躍が見込まれる選手を WE リーグに紹介 し、同時に当

該出身選手を受け入れる WE リーグクラブ（以下、WE クラブ）を支援することにより当該出身選手の強化育成に寄与する。

支援対象選手

以下の①から③をすべて満たす女子選手

① ASEAN 地域の国籍を有しており、WE クラブとプロ契約（統一／非統一不問、ただし年俸 270 万円以上） を締結し、

当該 WE クラブへの登録が完了していること 

＜ASEAN 加盟国＞ インドネシア、カンボジア、シンガポール、タイ、フィリピン、ブルネイ、ベトナム、マレーシア、 ミャンマー、ラオス

② 代表選手（ユースカテゴリー含む）として試合出場実績があり、WE リーグにおいて活躍できるポテンシャルがあること 

③ 海外での生活（異文化）に適応できること 

※ひとつのクラブから複数選手の申請を可能とする。

補助金

新規：対象選手 1 名につき、補助金対象経費の合計額（上限 300 万円） ※全体で2名まで

継続：対象選手 1 名につき、補助金対象経費の合計額（上限 100 万円） ※全体で5名まで
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支援制度対象選手

シーズン チーム名 選手名 ポジション 先発 途中出場
ベンチ入り
（出場なし）

得点数 国籍
2023
W杯

代表歴

2021-22

EL埼玉 サリナ ボールデン FW 0 9 5 0 フィリピン ● ●

千葉L クインリー クエザダ FW 0 5 4 0 フィリピン ● ●

I神戸 ロスナニ アズマン DF 0 0 0 0 シンガポール ●

2022-23
マイ仙台 ポンピルン ピラワン DF 2 0 4 0 タイ ●

EL埼玉 サリナ ボールデン FW 3 1 2 0 フィリピン ● ●

2023-24

マイ仙台 ジャニスタ ジナントゥヤ FW 0 1 5 0 タイ ●

マイ仙台 チャチャワン ロッドトン MF 0 0 0 0 タイ ●

AC長野 ナッタワディ プラムナーク MF 0 2 4 0 タイ ●

AC長野 タニガーン デーンダー FW 3 12 5 1 タイ ●

C大阪 ザーラ ムズダリファ FW 1 3 1 0 インドネシア ●

2021-22 2022-23 2023-24

トップ 5 1 6

ASEAN 3 2 5

その他 3 2 0

合計 11 5 11

外国籍選手在籍数推移

ASEAN地域女子選手受け入れ支援制度対象選手一覧
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成果

成果

・過去にWEリーグでプレーした選手が2023FIFAワールドカップで活躍

サリナ ボールデン（FW）
フィリピン代表
ちふれASエルフェン埼玉

クインリー クエザダ（FW）
フィリピン代表
ジェフユナイテッド千葉レディース

GS①vsスイス 0-2 （81分）
GS②vsニュージーランド1-0 １得点（83分）
GS③vsノルウェー 0-5 （74分）

・選手の自国におけるメディア露出、WEリーグ認知拡大
・WEクラブの地元行政への協力
・広報やホームタウン活動への積極的な協力
・他選手への影響（明るい雰囲気、コミュニケーションスキル、英語の使用など）

GS①vsスイス （70分）
GS②vsニュージーランド（70分）
GS③vsノルウェー（81分）

全試合に先発し、フィリピン代表の躍進に貢献
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